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陳
情
で
は
、「
歯
科
医
院

で
年
間
約
70
万
円
も
持
ち
出

し
（
損
税
）
が
発
生
し
て
い

る
」
―
―
と
消
費
税
10
％
引

長
し
て
強
行
採
決
し
よ
う
と

し
て
い
る
」
と
異
常
な
国
会

状
況
を
話
し
た
。

　

両
議
員
と
も
持
参
し
た

「
消
費
税
10
％
増
税
中
止
と

医
療
へ
の
『
ゼ
ロ
税
率
』
の

適
用
を
求
め
た
会
員
署
名
」

を
受
け
取
っ
た
。

　

同
日
開
か
れ
た
保
団
連
の

　

国
会
要
請
行
動
の
同
日
、

協
会
・
保
団
連
は
消
費
税
10

％
へ
の
引
き
上
げ
中
止
と
医

療
へ
の
「
ゼ
ロ
税
率
」
適
用

を
求
め
て
財
務
省
に
要
請
し

た
。
要
請
に
は
、
保
団
連
の

住
江
会
長
を
は
じ
め
６
協
会

21
人
が
参
加
。
財
務
省
か
ら

は
、
主
税
局
課
長
補
佐
が
応

対
し
た
。

　

医
療
の
消
費
税
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
財
務
省
担
当
者

は
「
省
と
し
て
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ
。
今

国
会
内
集
会
で
は
伊
津
理
事

・
相
談
役
が
「
消
費
税
導
入

時
か
ら
協
会
は
医
療
に
は
ゼ

ロ
税
率
を
訴
え
て
き
た
。
経

営
基
盤
の
脆
弱
な
歯
科
医
療

機
関
は
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ン
チ

の
よ
う
に
損
税
の
影
響
を
受

け
る
」
と
改
善
を
訴
え
た
。

回
の
税
制
改
正
の
中
、
税
率

引
き
上
げ
の
機
会
で
結
論
を

得
る
」
と
の
認
識
を
示
し

た
。

　

保
団
連
が
要
求
す
る
「
ゼ

ロ
税
率
」
に
対
し
て
、
財
務

省
担
当
者
は
「
消
費
税
法
上

は
、
複
数
税
率
の
一
つ
で
あ

る
『
ゼ
ロ
税
率
』
は
あ
り
う

　

社
保
研
究
部
は
、「
初
診
料
の
注
１
」
と
「
歯

科
外
来
診
療
環
境
体
制
加
算
１
、
２
」
の
施
設
基

準
に
係
る
研
修
会
を
阿
倍
野
区
民
セ
ン
タ
ー
で
６

月
16
日
に
開
催
し
た
。
中
原
寛
和
氏
（
大
阪
市
立

大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
歯
科
口
腔
外
科
教
授
）

を
講
師
に
４
２
０
人
の
会
員
が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
に
同
施
設
基
準
の
届
出
に
必
要

な
修
了
証
を
発
行
し
た
。

る
発
想
」
と
応
じ
た
。

　

ま
た
、
他
の
医
業
税
制
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
保
険
診

療
へ
の
事
業
税
非
課
税
は

「
地
方
税
で
あ
り
、
財
務
省

の
直
接
の
所
管
で
は
な
い
」

と
す
る
と
と
も
に
、
４
段
階

税
制
に
つ
い
て
は
「
消
費
税

制
も
含
め
医
業
税
制
全
体
の

あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
の
中

で
決
め
る
べ
き
も
の
。
結
論

あ
り
き
で
考
え
る
こ
と
は
な

い
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会
は
６
月
２

日
、「
お
お
さ
か
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
古
地

図
で
辿
る
大
阪
城
周
辺
」
に
取
り
組
み
、

21
人
が
参
加
し
た
。
ガ
イ
ド
を
務
め
た
西

俣
稔
氏
（
大
阪
案
内
人
）
は
、
江
戸
時
代

と
大
正
時
代
の
古
地
図
を
配
り
、
現
代
と

の
違
い
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

か
つ
て
陸
軍
将
校
の
子
弟
が
通
っ
た
追

手
門
学
院
や
奉
行
所
跡
に
大
阪
の
悠
久
に

思
い
を
馳
せ
た
ひ
と
時
だ
っ
た
。

 

（
寝
屋
川
市
・
奥
野
奈
津
子
）

き
上
げ
反
対
と
損
税
解
消
を

要
請
し
た
。

　

面
談
で
き
た
村
上
史
好
衆

院
議
員
（
立
憲
民
主
）
は
、

医
療
機
関
の
損
税
が
医
院
経

営
を
圧
迫
し
て
い
る
現
状
に

「
10
％
増
税
に
は
ず
っ
と
反

対
の
意
思
を
示
し
て
い
る
」

と
理
解
を
示
し
た
。

案
な
ど
ほ
と
ん
ど
ま
と
も
な

議
論
も
せ
ず
に
、
会
期
を
延

　

辰
巳
孝
太
郎

参
院
議
員
（
共

産
）
は
、
森
・

加
計
問
題
で
の

虚
偽
答
弁
・
隠

ぺ
い
・
公
文
書

改
ざ
ん
で
も
安

倍
政
権
は
誰
も

責
任
を
取
ら
な

い
。
カ
ジ
ノ
Ｉ

Ｒ
法
案
・
働
き

方
改
革
関
連
法

外
来
環
研
修
会
に
４
２
０
人
参
加

財
務
省
担
当
者

ゼ
ロ
税
率「
制
度
上
あ
り
う
る
」

消
費
税
10
％
引
き
上
げ
反
対

損
税
70
万
円
の
解
消
求
め
る

バンコクで意気投合
　

本
コ
ラ
ム
担
当
編
集
者
か
ら
バ

ン
コ
ク
出
張
中
の
私
に
メ
ー
ル
が

届
い
た
。「
天
野
先
生
の
１
回
目

の
記
事
が
反
響
を
呼
ん
で
い
ま

す
！　

こ
れ
ま
で
記
事
へ
の
反
響

な
ん
て
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
も
の

で
、
驚
き
の
あ
ま
り
腰
を
抜
か
し

て
頭
を
打
っ
て
…
目
が
覚
め
た
の

は
３
日
後
で
し
た
」
と
。
脳
震
盪

の
治
療
料
請
求
か
と
焦
っ
た
が
、

ど
う
や
ら
褒
め
て
く
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
私
を
見
出
し
た
編
集
者
君

さ
す
が
だ
。

　

ま
あ
、
そ
れ
は
置
い
と
い
て
、

バ
ン
コ
ク
に
来
た
の
は
マ
ヒ
ド
ン

大
学
歯
学
部
50
周
年
式
典
に
呼
ば

れ
た
か
ら
だ
。
こ
の
式
典
に
は
タ

イ
国
民
に
絶
大
な
人
気
の
王
女
様

が
降
臨
さ
れ
た
。
不
肖
私
、
王
女

様
か
ら
恩
賜
の
品
を
押
し
頂
き
、

並
ん
で
写
真
に
納
ま
ら
せ
て
戴
い

た
（
こ
れ
以
上
は
自
慢
に
な
る
か

ら
や
め
て
お
く
）。

　

ご
存
じ
か
な
、
マ
ヒ
ド
ン
大
学

歯
学
部
教
員
の
８
割
は
女
性
だ

（
調
べ
た
わ
け
で
は
な
い
、
現
地

の
人
の
談
）。
な
ぜ
こ
ん
な
に
女

性
が
多
い
か
？　

実
は
こ
の
国
の

労
働
力
の
か
な
り
の
部
分
を
女
性

が
担
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
が
凄

い
。
多
く
の
男
性
が
３
つ
の
生
業

に
身
を
捧
げ
る
の
で
、
労
働
力
と

し
て
貢
献
で
き
な
い
か
ら
だ
そ
う

だ
。
３
つ
と
は
①
兵
隊
・
警
官
、

②
僧
侶
、
③
ニ
ュ
ー
ハ
ー
フ
だ

（
疑
う
な
、
現
地
の
人
が
そ
う
言

う
ん
だ
か
ら
）。

　

翌
日
の
帰
国
は
23
：
30
発
の
オ

ー
バ
ー
ナ
イ
ト
フ
ラ
イ
ト
。
せ
っ

か
ち
な
私
は
15
：
00
に
早
々
と
チ

ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ

ー
で
ぽ
つ
ね
ん
と
す
る
私
に
Ｎ
歯

科
大
の
Ｈ
学
部
長
が
親
切
に
も
声

を
掛
け
て
く
れ
た
。
彼
も
オ
ー
バ

ー
ナ
イ
ト
フ
ラ
イ
ト
。
私
の
部
屋

を
使
っ
て
仕
事
し
て
く
だ
さ
い
と

言
っ
て
く
れ
た
（
結
局
仕
事
な
ん

て
し
な
か
っ
た
が
）。

　

Ｈ
学
部
長
と
意
気
投
合
し
た
の

は
、
歯
科
医
師
過
剰
は
過
ぎ
、
あ

と
10
年
で
歯
科
医
師
不
足
に
転
じ

る
こ
と
（
そ
の
根
拠
は
い
ず
れ
ま

た
）。
歯
科
医
師
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
の
報
道
が
あ
っ
て
以
来
、
歯
学

部
ど
こ
ろ
か
、
歯
科
衛
生
士
人

気
、
技
工
士
人
気
に
も
陰
り
が
出

た
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
う
ち

の
歯
学
部
の
入
試
倍
率
は
Ｖ
字
回

復
。
こ
れ
か
ら
再
び
優
秀
な
受
験

生
が
歯
学
部
を
目
指
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。
そ
う
だ
、
読
者
諸
兄
に

も
手
を
貸
し
て
戴
き
た
い
。
歯
学

部
人
気
復
活
の
カ
ギ
は
、
世
間
が

歯
科
医
を
羨
む
こ
と
で
あ
る
。
院

長
先
生
達
に
は
街
に
出
て
大
い
に

お
金
も
ち
ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

欲
し
い
（
く
れ
ぐ
れ
も
上
品
に
）。

こ
れ
で
関
西
地
区
歯
学
部
の
偏
差

値
は
上
が
る
に
違
い
な
い
。

咀 ②嚼玩味

天 野 敦 雄

大阪大学歯学研究科長・
歯学部長　予防歯科学・
教授　　　　　　　　　

　

協
会
は
、
消
費
税
10
％
増
税
中
止
と
医
療
へ
の
「
ゼ
ロ

税
率
」
の
適
用
を
求
め
て
大
阪
選
出
の
国
会
議
員
に
６
月

14
日
に
要
請
し
、
吉
田
裕
志
副
理
事
長
、
段
野
和
茂
・
中

西
幹
夫
両
理
事
、
伊
津
進
弘
理
事
相
談
役
、
下
井
戸
昭
介

監
事
、
門
奈
丈
石
・
有
地
正
両
地
区
役
員
と
事
務
局
が
参

加
し
た
。

要
請
議
員
一
覧

【
面
談
】〈
衆
院
〉
村
上
史

好
（
立
民
）〈
参
院
〉
辰
巳

孝
太
郎
（
共
産
）

衆
院
〈
自
民
〉
大
隈
和
英
、

岡
下
昌
平
、
佐
藤
ゆ
か
り
、

神
谷
昇
、
大
西
宏
幸
、
と
か

し
き
な
お
み
、
北
川
知
克
、

中
山
泰
秀
、
大
塚
高
司
、
左

藤
章
、
長
尾
敬
、
竹
本
直
一

〈
公
明
〉
佐
藤
茂
樹
、
鰐
淵

洋
子
、
北
側
一
雄
、
伊
佐
進

一
、
國
重
徹
、
浮
島
智
子

〈
立
民
〉
長
尾
秀
樹
、
辻
元

清
美
、
尾
辻
か
な
子
、
森
山

浩
行
〈
維
新
〉
遠
藤
敬
、
馬

場
伸
幸
、
谷
畑
孝
、
丸
山
穂

高
〈
希
望
〉
樽
床
伸
二
〈
共

産
〉
宮
本
岳
志
〈
無
所
属
〉

平
野
博
文

参
院
〈
自
民
〉
松
川
る
い
、

太
田
房
江
、
柳
本
卓
治
〈
公

明
〉
石
川
博
崇
、
山
本
香

苗
、
熊
野
正
士
〈
維
新
〉
高

木
か
お
り
、
浅
田
均
、
杉
久

武
〈
共
産
〉
山
下
芳
生
、
大

門
実
紀
史

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

Ａ　

際
限
な
い
負
担
増
と
給

付
削
減

　

消
費
税
導
入
（
89
年
）
以

降
、
年
金
は
負
担
増
と
給
付

削
減
の
連
続
だ
っ
た
。

　

消
費
税
導
入
時
、
国
民
年

金
保
険
料
は
月
額
８
０
０
０

円
だ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在

（
18
年
度
）
は
、
２
倍
超
の

１
万
６
３
４
０
円
と
な
っ
て

い
る
。
厚
生
年
金
保
険
料
率

も
04
年
か
ら
14
年
連
続
で
引

き
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

　

安
倍
政
権
５
年
間
で
は
、

「
特
例
水
準
の
解
消
」
と
し

て
２
・
５
％
、「
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
」
の
発
動
で
０

・
９
％
な
ど
、
大
幅
な
年
金

Ｑ　

消
費
税
で
年
金
は
よ
く

な
る
の
か
？

給
付
の
削
減
が
実
行
さ
れ
て

き
た
。

　

さ
ら
に
安
倍
政
権
は
、
消

費
税
率
８
％
へ
の
引
き
上
げ

後
の
16
年
に
「
年
金
カ
ッ
ト

法
」
を
強
行
可
決
し
、
賃
金

や
物
価
の
低
い
水
準
に
合
わ

せ
て
給
付
を
削
減
す
る
仕
組

み
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
ま
た
受
け
取
り
開
始
年

齢
の
引
き
上
げ
な
ど
、
際
限

な
い
年
金
改
悪
が
進
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。

　

自
公
政
権
が
「
１
０
０
年

安
心
」
を
掲
げ
て
進
め
た
年

金
「
改
革
」
は
、
際
限
な
い

国
民
へ
の
負
担
増
と
給
付
削

減
だ
っ
た
。

消費税率と国民年金保険料（月額）の推移

16,340
15,250

12,800

8,000

消
費
税
３
％
で
導
入（
89
年
）

消
費
税
率
５
％（
97
年
）

消
費
税
率
８
％（
14
年
）

日本年金機構ホームページより作成

（円）

（年度）
6,000
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8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

国会要請行動

女性歯科医師の会

大阪城で悠久思う

420人参加した研修会の様
子＝６月16日、阿倍野区民
センター

教えて！

財
源
問
題

財
源
問
題

社
会
保
障

社
会
保
障

Ｑ 消費増税で年金制度は？

古
地
図
を
配
り
、
説
明
を
す
る
西
俣
氏

＝
６
月
２
日
、
大
阪
城
公
園　
　
　
　

損税解消に理解を示す村上衆院議員（上：
右から３人目）、辰巳参院議員（下：左か
ら３人目）＝６月14日、議員会館　　　


